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〇
六
―
六
八
五
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―
五
一
一
一
印
　
刷
　
能
登
印
刷
株
式
会
社
編
集
後
記
　
本
輯
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
で
の
編
集
と
な
り
、
発
行
も
例
年
よ
り
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
阪
大
の
授
業
も
遠
隔
で
の
実
施
と
な
り
、
図
書
館
や
研
究
室
の
使
用
も
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
研
究
・
教
育
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
七
月
の
大
学
院
生
研
究
発
表
会
も
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
　
本
輯
掲
載
の
日
本
文
学
三
本
、
国
語
学
一
本
の
論
文
は
、
教
員
、
院
生
、
お
よ
び
今
春
の
博
士
学
位
取
得
者
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
会
員
の
方
々
の
新
刊
五
点
の
紹
介
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
染
症
の
影
響
下
で
の
研
究
・
教
育
活
動
に
は
、
今
後
も
様
々
な
困
難
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
研
究
室
の
先
輩
方
の
ご
研
究
に
学
び
、
堅
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
く
存
じ
ま
す
。
　
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
社ソーシ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
会
的
距
離
を
保
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
距
離
が
他
者
と
の
分
断
を
広
げ
、
偏
見
を
強
め
、
差
別
や
排
除
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
他
者
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
り
を
持
つ
か
と
い
う
問
題
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
と
き
、
言
葉
は
、
あ
る
い
は
文
学
は
、
良
く
も
悪
く
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　
皆
様
の
ご
健
康
を
、
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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田
）
